



　教育茶話会は、1905（明治 38）年 2月 11 日に第 1回が開催され、1910（明治 43）年 7月 11























































4 4 4 4
氏等の主唱に成つた敎育茶話會
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は、豫報の如く三月十一日、本鄕區駒込動阪町百一番地矢野太郞



















牧 口 常 三 郞　君
石　川　半　山　君
東京府第一高等女學校敎諭　　市　川　源　三　君
東京高等師範學校敎授　　棚 橋 源 太 郞　君









































































































































































































東京高等師範學校敎授　　棚 橋 源 太 郞　君







東京高等師範學校生徒監　　櫻 井 寅 之 助　君
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　　　靑年男女の交際





兵庫縣印南郡視學　　岩 佐 米 次 郞　君
三重縣一志郡視學　　川 本 覺 次 郞　君






















東京市學務課員　　吉 田 升 太 郞　君　










樋 口 勘 治 郞　君　
　例によつて晩餐の饗應があり、當日の話題は敎育者の最も注意を拂ふべき好題目『敎育の意





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































埼玉縣北葛飾郡視學　　大 熊 實 三 郞　君
愛媛縣周桑郡視學　　安　家　重　政　君








帝國印刷株式會社専務取締　　岩 田 僊 太 郞　君
石　川　松　溪　君
東京高等師範學校敎授　　棚 橋 源 太 郞　君
文　學　士　　阿　部　莊　二　君
東京市學務課員　　吉 田 升 太 郞　君
曾　根　金　川　君
法　學　士　　山　本　信　博　君
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から、幹事一
名增加のことを圖つて、一同同意し、直ちに矢野太郞































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　吉田升太郞君　　佐 々 醒 雪 君　　市 川 源 三 君
　曾根金川君
　次に矢野幹事より本夜は五分演説を止めて、有志演説を願ひますと、報告があると、松田君は
聲に應じて起つた。
　　　　松
4
　　田
4
　　　茂
4
　君
　チョイト御挨拶を致しますが、私は今度神田の東明館の傍の小川女子尋常高等小學校に轉任致
すことに成りました、ドウゾ御通りがかりの時には、御寄りになつて御茶でも召上つて下さるや
うに願ひます。只今御話が出ました敎員待遇問題は餘程硏究の價値あるものと思ひますが、私は
チヨイト同じ問題で考へたのは、戰後の敎師はドンなものであるかといふことです、これはチヨ
イと想像が浮びませぬが、併し是を判斷するには、日淸戰爭の終つた時、ドウであつたかと云ふ
事を考へて見ると聊か分かることと思ひます。尤も其の時にはそれ相應なる種々な事情がありま
したらうけれども、大體は似て居るから、日淸戰爭後の小學校の有樣を考へ起して見たならば、
大體が分るであらうと思ふ、そこで日淸戰爭の濟んだ時に先づ最も直接に感じたのは物價の騰貴
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でありました、それは經濟學上の六ヶしい理論もあらうが、先づ一言に言へば、貨幣の價値が下
がつたので、物價の騰貴を見たのであります、物價騰貴に就ては苦しむものは、イツデも薄給の
ものである、薄給のものは左なきだに、其の日の生活に苦心して居るのに、物價暴騰となると餓
死しなければならぬと云ふ事になる、それ故日淸戰爭の後には小學校敎師であつた人々が、皆な
巡査になるとか會社員になるとか云ふ有樣であつた、何れも敎員を止めやうとするやうになつた
から、敎育界に於ては敎員の缺乏と云ふ事になつて來た、夫れで仕方がない、今度は敎員の優遇
と云ふ事を唱へるやうに成つて來て、其の頃自分は一年に二囘增俸を受けた事がある、又或は一
級を飛ばして昇級した人もあると云ふ風で、其の時の方針は如何にしたならば法令に抵觸せざる
やう俸給を上げ得らるゝかと云ふ事を考へて居る有樣であつたから、俸給の外に年末手當金と云
ふ名義で、月々一定の額を貰つて居つた人もあつたと云ふ譯で、其の外に於ても、法令に抵觸せ
ざる限りに於て、優遇の途を圖つて居つたと云ふ風で、段々待遇をよくすると云ふ事を唱へたの
である、それ故段々人才が敎育界へ入るやうになつて來た、さうなると又增棒を止めて仕舞つた、
それから人才が外に出て仕舞ふたのである、さうして世間に於てはドウも敎育が奮はぬ、此れは
敎員の俸給が低い爲めであるから、敎員の俸給を高めて人才を入れなければならぬと云ふ事であ
つた、そこで一方には敎員養成所が起つた、其處でも此處でもと云ふやうな風で、一峙又自然に
人才が流れ込むやうになつて、敎員が溢れて來た、ところが今度は戰爭が初まつたから、段々恐
慌を來すやうな傾向である、それで日露戰爭は平和の後ドウなるかと云ふと、日淸戰爭のやうに、
金の價値が下がつて、物價が騰貴するに違ひないと思ふ、今日の官報を見ると、又公債を募集す
る事になつて居るが、亞米利加などでは平生金利が二分五厘位のものであるのに、五分か六分の
利であるから必ず應ずるのであらうと思ふ、外國の金が這入つて來ると、金の價値が下つて物価
が騰貴するから、又恐慌を來して朝鮮に行ふとか、支那に行うとか、或は實業に方向を轉ずると
か云ふ風になつて、其の次には又敎員優遇と云ふ問題が出來て來ると云ふ事は、矢張り順序であ
らう、夫故に只今に於て斯う云ふ問題を決定すると云ふ事は、初めは物笑ひにならうけれども、
頓がては世間からさすが名士の會合であるだけに、談笑の間にも斯う云ふ事が分つて居つたかと
云ふ事を知つて來るだらうと思ふ、先づ私の感じた一端を述ぶれば斯の如くである。
　　　　加
4
　藤
4
　駒
4
　二　君
　私は一年半ばかり上海に居りましたから、自分の目に觸れ耳に聞えた事の一部分を御話し致し
ます、若し御參考に供する事が出來るならば幸でござります。
　上海と云ふ處は、私が申上げませんでも、旣に御分りになつて居る事ですが、日本とは一韋帶
水、長崎を出帆すれば、早きは三十時間、遲きは四十時間ばかりで着くのである。先づ黃浦江を
這入つて行つて見ると、立派なのは赤練
（ママ）
瓦で造つたところの郵船會社の建物である、是を見ると
日本人の勢力の偉大なるを感ずるのである、夫から海岸の方に行つて見ると、日本で云ふ川岸通
りと云ふやうなところで、そこには英吉利の租界がある、其の次には堀を越えて佛蘭西の租界が
あり、其の先きには支那の南市と云ふところがあり、其の對岸には先般武裝を解かれた露西亞の
軍艦アスコルド、マンジウルなどが居る。
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　夫れで上海は支那の中にあるけれども、萬國の人が寄つて居る處であるから、上海は萬國が經
營して居るのであつて、眞正の支那の上海と云ふ市街は、其の隅の方の一部分にあるのである、
又居留地は三ツあつて、一ツは亞米利加、次ぎは英吉利、其の次ぎは佛蘭西の居留地になつて居
る。亞米利加と英吉利とは今を去る十數年前より、合してインテルナショナルセツツルメント、
卽ち共同萬國租界と称して、共同政治をやつて居るが、此の場合に佛蘭西の租界はドウ云ふ譯だ
か這入らなかつた、卽ち佛租界と申して別に行政の組織を立てて居る。
　佛租界に隣りして惰圓形の城廓がある、それが支那人の街で、卽ち上海城内である、此の城の
周圍は、煉瓦塀であつて、南門、西門、新北門、小東門、大東門などの入口がある、一番宜い處
は小東門から這入つて行つた所であつて、是から這入れば先づ東京で云ふと銀座通りのやうな所
である、其の中に這入つて見ると、リツパに花崗石などを敷いて居りながら全體はお話の出來な
い程汚ない。
　又其界の方は、歐羅巴でも中等位であるが、悉くではない、或は英吉利の租界、殊に亞米利加
の租界の如きは、三階や四階の家が軒を竝べ往來はコンクリートなどでかためて居る、東京は、
此の頃電車市街鐵道が出來、夜などは、歐羅巴の市街のやうに見ゆるけれども、屋の低いのと、
雨後道路の惡いのは、上海に劣る、何ぜ上海で外國の居留地に支那人が澤山居るかと云ふと、支
那政府の下にあるよりは、生命財産を安全にする事が出來ないから、此の中に這入つて居れば安
全であると云ふ處から、多く住つて居るのである、夫れで共同租界に住する者の負擔すべき税は
屋賃の一割で、先づ五百テールの屋賃を一ケ年に拂ふものは、其の一割卽ち五十テールづつ出す
と云ふ事になつて居る、一年に五十テールの税を納むる者は選擧權を有し、一年百テール拂ふも
のは、被選擧權を有すると云ふことになつてをる。
　それから敎育の有樣は如何であるかと云ふと、萬國共同の公立學校がある、是れは大槪は外國
人が敎へて居る、生徒も外國人である、獨逸も同じやうな方法で敎へて居るが、日本人の敎育を
受けるものはドウして居るかと云ふと、本願寺の別院が學校を設けて居つて、開導小學校と唱へ
て居る、而して其の校
（ママ）
學の生徒は、七十人位ゐであるが、未だ卒業生も澤山はない。
　要するに、日本人を敎育する組織は聊か遺憾の點がある、居留民の數から言へば、第一を占め
る處の日本人が、一ツの立派な小學校を持たんのは恥かしい、獨逸の居留民は千二三百人であり
ながら、リツパの學校を新築することになすつて居る。日本の方でも、近頃小田切總領事はじめ
有力者間に於て、一ツの學校を立てやうと計畫して居るが、これも未だ將來の話で、今の處居留
民の有樣を見ると、實に心配のもので、ドンナ敎育を受けるか分からぬと考へて居るものが多い、
日本から行つて居るものも、今の所では敎育を充分受けることが出來ない、今の處で同地居留の
一大缺點は敎育機關不備のことである。
　ドウか宜い學校を拵へて、充分善い敎育を受けさせる事が出來ると云ふ風になつたなら、永住
すると云ふ考も起り自然國力の扶殖も出來る譯故其の改良の事は、文部當局者にも考へて貰はん
ければならぬ、居留民の仲間相談に放任し置くべきことにあらずと思ふ。
　ドウカ上海の日本人敎育は、十分改良して貰ひたい、永住するものがないと云ふ處から、支那
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の商權を充分に得る事が出來ない譯になる。マダ話し度い事もあるが、餘り永くなるから、是れ
位にして置きませう。
　　　　御
4
園
4
生
4
金
4
太
4
郞
4
君
　義務敎育の効果が甚だ薄弱であるとは、世間で口喧しく唱へるところであるが、徴兵檢査の際
に於ける學力試間の情況などに照して見ると、此の問題の起るのも無理でないと思はれる、今單
に文字の有無に付て云ふと、尋常小學を卒業した丈けのものでは、やつと自己の姓名がかける位
のもので族、籍住所の滯りなく書けるのは、補習二年位を修了したものでなければ覺束ない、手
紙の書けるものは補習二年位を修了したものでも少數である、尤も此等は文字の學習に伴ふ精神
修練上の價値をしばらく度外視して、單に文字てふ實驗其の物に付ての論ではあるが、かゝる情
況から世間が義務敎育の效果を疑ふのも全く理由のないことではない、併しながら又一方から調
査して見ると、尋常小學を卒業したのみの壯丁に文字の有ると無いとは、卒業後の職業の種類に
依る樣である、前の全く文字が無いと云ふのは、多くは農業地の壯丁の事で商業地の壯丁若くは
家業が商業に關係したものであると、尋常小學を卒業したのみの壯丁でも、かつかつ文字がある
樣に見受けられる、して見ると、壯丁の文字の有無は義務敎育の効果如何の問題として見るより
は、寧ろ其のものが卒業後文字を要する情況にあつたかなかつたかと云ふ問題に歸着する、卽ち
現在に於ける多數の農民は平素文字を要することなしに世渡りして居るのである、學校で敎へら
れた樣な文字は學校でばかり敎へられるので、一旦校門を離れてからは之を知らないでもどうな
りかうなり渡世ができるから、一向にふりむきもしないといふ情況であるのである、此の如き性
質の敎材を以て敎育材料となすときは、たとひ義務年限を五年にしても六年にしても其の效果の
薄弱なことは今と同樣ではあるまいか、然し是れは申す迄もなく現在の壯丁に付ての論で、卽ち
十數年以前の義務敎育を受けた兒童の事で、云ひ換ふれば其の時代の義務敎育は、國民の多數を
占むる一部の國民に向つては卒業後使用することの稀なる實質を敎授して居つたのである、其の
時代の敎育の效果が、今日に顯はれたものである、それから今日に至るまでの間には敎育の制度
も改まり、敎材の選擇、文字、文體等に於ても非常な變遷を經て居るのであるが、十數年の後後
人の今日を見ることは、果してどうであらうか、是が一つの疑問である。
　　　　大
4
　井
4
　民
4
　吾
4
　君
　私は此席に於て話を持つて居らぬが、何んでも宜いと云ふ事であるから、チヨツト人から聞い
た話をする、ドウ云ふ事であるかと云ふと、先づ私の記憶では、世間に每日働くにしても、暗い
處ではいかぬ、明い處でなければならぬ、朝から晩迄太陽の光に當つて居ると餘程藥であると云
うやうに承知してをつた、日光に當らなければ長命を得ないと云ふて居つたに、此の間私に向つ
て不思儀
（ママ）
に感じられることを云ふた人がある、それはかういふ話で、一番に證據の一つとして擧
げるものは、他の動物は明い處よりは、暗い處に居つて長命して居る、又歐羅巴の白人が、熱帶
地方に行くと、病氣に罹ると云ふ事である、是等の點から見ても太陽の光線なるものは、如何に
害があるか分からぬ、又亞米利加人で非律賓などに行つて居る兵隊もさうである、是等は大概非
律賓に彼等が二三年後とに歸つて來ると、記憶力が減つて居る事を感ずるのである、是等も太陽
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の光線の爲めである。それから熱帶地方のものがナゼ黑いかと云ふと、是は光を防ぐ爲めの自然
の保護から來たものであらう、デあるから白人種でも熱帶地方に行つて健康を保つものがドウ云
ふ顔かと云ふと、顔の黑いものが健康である、皮膚の白いものは健康を保つ事は出來ないさうで
ある、それから醫者の方から云ふと、明い處に於て敎育された子供が痴鈍であると云うて居る、
段々委しい調査に由ると、矢張り餘り明る過る處に居ると、多く痴鈍になると云ふ事である、莵
に角過度の光線は害がある事が慥かである、と詰りかういふ話なのである、私は餘程奇體に感じ
た、其の調査は確實か知らぬけれども、段々聞く處に依れば、亞米利加の醫者の著した本に依つ
て見ても、矢張りさうであるとのこと、是迄は太陽の光線は利益一方の樣に考へて居つたのに、
利益より害が多いと云ふ事に至つては豫想外に考へたから、御參考として又硏究する價値があら
うと考へて、一寸一言述べた次第です。
　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊
＊　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊
　演説はこれで濟んだが、話はなかゝゝ盡きぬ、たゞ時間が移つて、時針が十一時を示したので、
一同惜しき席を解散することにした。
